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開
拓
使
は
、
大
規
模
工
場
と
倉
庫
の
建
設
用
と
し
て
、

ま
た
寒
冷
地
の
建
物
と
し
て
、
企
業
に
れ
ん
が
建
築
を
奨

励
し
た
。こ
れ
に
よ
り
明
治
か
ら
大
正
10
年
代
に
か
け
て
、

れ
ん
が
建
築
が
道
内
に
普
及
し
た
。
こ
れ
は
本
州
も
同
様

で
あ
り
、
明
治
政
府
の
技
術
工
廠
（
特
に
三
井
、
三
菱
系
）

に
よ
り
、
産
業
革
命
期
の
イ
ギ
リ
ス
れ
ん
が
建
築
技
術
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
関
与
し
た
。

　

明
治
初
期
か
ら
全
国
的
に
れ
ん
が
工
場
や
れ
ん
が
建
造

物
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
北
海
道
で
は
函
館
、
旭
川
、
空

知
、
網
走
、
十
勝
、
名
寄
、
小
樽
、
岩
内
、
根
室
、
札
幌
、

江
別
で
工
場
が
興
っ
た
。
こ
の
時
期
は
よ
い
粘
土
を
産
す

る
地
方
と
集
治
監
に
工
場
が
置
か
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
、
こ
の
頃
の
原
始
的
れ
ん
が
焼
き
が
典
型
的
労
働
集
約

型
産
業
と
し
て
、
廉
価
な
労
働
力
を
求
め
た
と
い
え
る
。

　

明
治
期
の
れ
ん
が
工
場
は
小
規
模
で
、
陶
器
焼
き
転
用

の
「
登
窯
」
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
れ
ん
が
で
開
拓

使
倉
庫
や
ニ
シ
ン
場
倉
庫
、
大
規
模
な
も
の
と
し
て
北
海

道
庁
舎
、
札
幌
ビ
ー
ル
第
１
、２
工
場
、
帝
国
製
麻
札
幌

工
場
、
五
番
館
、
北
海
道
鉄
道
旭
川
工
場
、
小
樽
手
宮
機

関
庫
、
函
館
郵
便
局
庁
舎
な
ど
の
名
れ
ん
が
建
築
が
生
ま

れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
帝
国
製
麻
、
五
番
館
を
除
き
現
存
し

て
お
り
、
れ
ん
が
建
築
の
優
秀
さ
が
分
か
る
。
登
窯
に
は

北
炭
の
両
登
窯
な
ど
、
大
規
模
・
大
量
生
産
が
可
能
な
も

の
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
大
型
の
庁
舎
や
工
場
施
設
、倉
庫
は
す
べ
て
、

明
治
初
中
期
で
は
壁
を
極
端
に
厚
く
積
み
上
げ
る
方
法
で

建
て
ら
れ
、
明
治
後
期
で
は
木
骨
（
木
芯
）
に
れ
ん
が
を

張
り
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
重
量
を
軽
減
し
、
壁
材
の
強
度

で
大
型
建
物
の
全
体
を
支
え
た
。

　

１
８
８
８
（
明
治
21
）
年
建
造
の
札
幌
ビ
ー
ル
第
１
工

場（
現
在
の
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）や
１
９
０
１（
明

治
34
）
年
の
第
２
工
場
（
現
在
の
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
）、

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
建
造
の
北
海
道
庁
は
、
れ
ん
が

壁
の
厚
さ
が
70
㎝
に
も
及
ん
で
お
り
、
こ
の
大
き
さ
の
建

物
を
れ
ん
が
だ
け
で
支
え
る
大
変
さ
が
理
解
で
き
る
。
当

時
の
北
海
道
庁
舎
を
建
造
す
る
だ
け
で
も
２
５
０
万
個
の

れ
ん
が
素
材
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
積
み
、
フ
ラ
ン
ス
積
み
、
オ
ラ
ン
ダ
積

み
、
ド
イ
ツ
積
み
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
意
匠
的
に
複
雑
な

技
法
を
れ
ん
が
積
み
の
職
人
が
競
っ
た
こ
と
か
ら
、
れ
ん

が
建
築
は
歴
史
的
で
芸
術
作
品
と
し
て
の
価
値
は
高
い

が
、
多
数
の
大
型
建
物
を
短
期
間
で
建
設
す
る
こ
と
に
は

向
か
ず
、
技
術
的
な
過
渡
期
で
あ
っ
た
。

　

大
正
期
以
降
、
道
内
の
れ
ん
が
製
造
の
中
心
は
全
道
一

の
粘
土
、
陶
土
産
地
帯
で
あ
る
野
幌
周
辺
に
移
り
、
製
造

方
式
も
連
続
式
多
量
生
産
の
最
新
式「
ホ
フ
マ
ン
輪
環
窯
」

と
な
っ
た
。
野
幌
に
は
９
工
場
、
白
石
（
道
庁
赤
れ
ん
が

の
供
給
で
有
名
）、
月
寒
に
６
工
場
の
計
15
工
場
が
発
達

し
、
道
内
最
大
の
れ
ん
が
製
造
地
帯
を
形
成
し
た
。
北
炭

も
こ
こ
に
専
用
工
場
を
持
ち
、
れ
ん
が
造
り
の
独
特
な
炭

鉱
建
築
を
多
数
建
造
し
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
は
商
店
、
民

家
用
の
建
材
用
れ
ん
が
の
ほ
か
、
土
管
、
煙
突
も
生
産
し
、
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名建築物を支えた
焼き物のまち

 
江
別
の
れ
ん
が 


